
三
ノ
一
、
醍
醐
雑
事
記
卷
七 

 

出
典 

醍
醐
雑
事
記
（
中
島
俊
司
校
訂
本
） 

 

解
説 

天
仁
年
中
（
一
一
〇
八
～
一
一
一
〇
年
）
に
笠
置
寺
山
僧
の
永
眞
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
弥
勒
礼

堂
（
二
ノ
二
ノ
一
三
、
笠
置
寺
住
僧
等
礼
堂
等
造
営
勧
進
状
参
照
の
こ
と
）
が
大
冶
五
年
（
一
一
三
〇
年
）

に
焼
亡
し
た
と
の
記
事
。 

 

大
治
五
年
（
一
一
三
〇
年
）
庚
戊
、
四
月 

日
、
笠
置
寺
礼
堂
焼
亡
し
、
仏
の
御
足
焼
け
る
と
云
々
。 

   


